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前の10ケ村のうち, 2万5千分 1の地図上にその地名を遺しているのは,田原 。大塚・妻鹿原・
小枝・朝枝・鳴瀧の6ケ村である。そのほか,大抜 (貫)という地名は『芸藩通志』巻56に見出せ





























































































































































鳥取大学教育学部研究報告 人文 。社会科学 第34巻        23
はうにゆつりまいらせて候よりほかハ,つねなかちきやうのふん,すこしもいらんわつらひな
く,ちきやうすへく候也,よんてのちのために状 くたんのことし。























































































































































(1)『大日本古文書 吉川家文書 (―,二,別集)』 (以下『吉川』と略称)は大正末～昭和初めに刊行されて
いる。















年3月日「福井庄東保宿院村地頭代澄心重陳状」 (『姫路市史 史料編 1』 所収「神護寺文書」24号)に「梶
原平三景時之跡」といわれていることと,『吾妻鏡』正治2年正月20日条をつきあわせると,家譜の記事も妥






















90 瀬川氏前掲書,26・28買。『大朝町史 (上巻)』 138・153頁。小林氏前掲論文,26買。
1251(C)の置文で「ますくまとの ふゝん,たわら,たかわら」と言われていること,註10で触れた貞和6年の経
盛申状 と骨)が一致すること,などから明らかである。






































1     80 ただ師平は大朝本庄内に知行地をもっていた (『吉川』8号)。 これは系図で経高弟とされる経盛から相伝
したものと思われる(系図および三,1参照)。また,経信も堺田田原田畠地頭であったことが知られる(『吉川』












60 『吉川』1041号。I      1521 『吉川』1040号。
i      6) 『吉川』1043,1041,1054号など。なお龍熊が後の実経であることは,正平18(1363)年4月22日「吉川




















































1か 同年 6月19日「三隅信性請文」 (『吉川』1007号)。 なお,信性は『島根県史 (第5巻)』 616買所引「三隅系
図」によれば,兼信曽孫兼連の法名である。
183)二, 1。及び■12り参照。













0, 経高の没年は実際は元応元 (1319)～2年のことであり (『吉川』1037号,215号など),経盛の没年につい
ても信憑性に乏しい。
0か 西保の田数は200町余であったが一―註⑦一―,東保も同程度と推測される(今井氏前掲論文,78～79頁)。
これは庄園としては相当広大なものといえる。
0)瀬川氏前掲書,27頁。なお,『大朝町史』にもほぼ同様の記述がみられる(152～153貢)。 また水野氏は「西
国の最も広大な所領であつた安芸国大朝本庄へ下っ」たとされるが (前掲論文,840頁),広大であったこと
についての論証はない。
(昭和58年4月30日受理)
